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陽気なトンズラさんたちは、スリークまでの間、歌いっぱなし。そりや、楽しい旅だった。
「さあ、スリークに着いたぜ、イエイ!何かこの街に大事な物を置き忘れてたんだろ。お
ーっと、何も言わなくていいさ。じゃあ、元気でな、グッドラック!
大事な物……壊れたスカイウォーカーだったら墓場に置いたままだけど、あれはもう動か
ないもんなあ……。さて、トンズラさんたちと別れたぼくたちは……。
●墓場へ
…598へ●ドラッグストアへ534へ
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きず強力な攻撃をしかけてくるスーダララッタに、ぽくらはいいようにもてあそばれた。全身、
傷でボロボロだ(HPマイナス8)。ようやく敵を倒したとき、ぼくらは全員、肩で荒い息を
ついていた。こ……こんな調子でギーグを倒すことができるのだろうかり
〓にチェックがあれば671●なければ……
…671●なければ…587ヘ
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北の通路を選んで進んで行くと、大きな岩壁につきあたった。そこには小さな扉がついて
おり、扉の前にはサルがチョコンと座っていた

